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大学というものの観念 The,dea of a uttversity
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についてなにも知らず、したがつて、大学にやつてきたら、すべてのことをやさしいこと
ばで説明してやらなければならいような異邦人のような存在ではありません。そして、か
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んらかのしかたで参加するようにとの誘い

こはいりたいと思う気持にすでに動かされて

景畳窓害:塚;と予雪菩岳景;秦居景:暑号雪宝魯骨:岩合旨宮:密R;営:3ま]を暑ランドにおいてはこの約四百年間、学者にな`

ずっとおなじでしたし、この伝統は、大学についてわれわれがもつ観念の一部をなしてい

ます。
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た亀せ奪京をと碁受ち完喜ほ&繰ま雰琶略事:[教えられるべき]個々の科目の選択がど
こからくるか、ということはなかなか言いにくいことです。あるものは古 くからあるもの
であり、あるものは新しい。あるもの (たとえば、医学や法律)は なかば専門的な科目の
ようにみえますし、他のものは、そとの世間とほとんど直接的関係をもちません。確実に
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含所を是嵩与垢貸号ぢ蕃慕曾猪含こと属静暫してない場所だからです。すなわち、職業の
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このようなもくろみはまったくないのです。
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::合旨;::::言::替告;::言;;e:場富岳岳:暑告:費昌畳魯骨魯を暑倍魯
曇貫島革軍;求唇母12貰霜暑魯寄岳岳忌与
|においてだけです。というのも、大学以後の
ことがらに自分をしばつてしまいますので、

|;倉唇脅ど号岳看督程を雷豊署脅雷捨豊脅登
｀



2004/ 7/16 17:11:18

縁を号器を書巳脅含骨雪を最:督各岳総岳讐|
皆畳言2を言言皆a束み署樹呂歓喬曇署や暑|

骨皆魯言テ:を言:骨31:雪3暑畳旨gil
:骨骨雪:::::!岳倍号を宮F:な魯督岳三雪旨宮号景暑魯岳::【:合言魯景ヨ含
るしかたで、その学生たちにたいして提供 しているひとつのことがらです。その機会を撃

景廷見準畳垢F模誓畠雀掌々荏急象律紀経犠告暮保菅智ど葺庭葛岸ぞふ募妹省之琶F客ぅ
しょう)。 しかし、その機会を享受するため
るようなものが必要であるとか、結局のとこ

R景:こ]]貫雀私堂畳どと'笹と質彗魯彗
だP蕊品た忌:示紀爆P密奮素釜暑獲葎t把
っと重要なことなのですが、ある種のこころ

密終巳暑?評啓々皆ぞ!京`見浅岩讐あ蛋号繰

暑;ぢ魯言含魯誉営ど
密畳魯雰脅忌歪岳督含告督轡告≧eを壕管合
百蒸京当た岳?智智FL宗啓r倉キ荒ぶ賃サ装
ためのなにかをかれはそこで学んだことでし

螢督:雷3どg骨境者景8骨合景母暑を言]

-5-



2004/ 7/16 17:11:18

in id.・ The Voice of Liberal Learnin
The Listeneri 1950.

idea of University,
First published in

Michae1 0akeshott, The

g・ Liberty Fund, 2001.

-6-


